
 

 

 

 

 

学校の教育目標「主体性をもち、確かな学びを身につける子どもの育成」を達成するた

め、育成を目指す資質・能力を「思考力」と定め、学び部会＝校

内研究との一体化、こころ部会＝学級活動、委員会活動との連動 

を中心に組織的、計画的に実践を行っています。 

 

学校経営から学ぶ 
本校は、全校児童１０人なのでそれぞれの子ども達の個性を尊

重しながらも、学校としての取り組みの成果と課題を分析し、２

学期の重点を①自分の言葉で語る ②言葉遣い ③地域学習 と

定めました。さらに、具体的な取組は学校評価の４点セットに取

り入れ、短期で改善を図っています。また、その内容について

は、学校運営協議会でも協議を行い、SWOT 分析でそれぞれの強

みを明確にしながら、地域と共にある学校づくりに向かっていま

す。 

本年度より小規模特任校になり、より一層特色ある学校づくり

が期待されます。子ども達が「川西小で学んで良かった。川西小

で学んでみたい」と、思えるためにも、教科等横断的な視点でカ

リキュラムを編成したり、合科的な授業を企画することで、子ど

もも教職員も共に楽しみながら学び合い、高め合う実践を期待します。  

 
授業から学ぶ 
１年生図工では、「王様にスタンプ遊びを教え

よう」と、教師は子どもに伝える相手を意識させ

ながら指導を行っていたので、子どもは自分の作

品の説明を上手行うことができていました。ま

た、様々な素材を用意し、何をやっても良いよう

な安心感を与えていたので、子どもは意欲的に取

り組んでいました。 

６年生算数は、教師がヒント

を与え過ぎないよう留意し、既

習事項をもとに子ども自身の力

で解けるような工夫がありまし

た。 

少人数のため、授業づくりは

苦労するでしょうが、１年生は

保育園等でどのような遊びを行

ってきたかを知ることでよりよ

い作品を目指したり、６年生は

中学校数学の内容を扱う等、少

人数だからできることを考え、

単元計画を作成することをご検討願います。  
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由布市立川西小学校から学ぶ 


